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環境科学部 環境政策基礎演習A

図書館ガイダンス

2012年7月19日（木）12:50‐14:20
附属図書館（参考調査担当） 松田 綾

sanko@lb.nagasaki‐u.ac.jp

学習や研究を行う上で必要な情報探索

の基礎的な知識と技能を身につける!!

・資料の探し方

・文献検索のプロセス

・電子ジャーナルの利用方法

・参考文献の見方

などについて解説します

本日の目的

① 基礎調査（入門書・教科書）

② 事実調査（ファクト情報の調査）

③ 遡及調査（そのテーマに関する過去の成果を調査）

=文献検索

④ 新刊調査（最新号のブラウジング→現状動向の把握）

1. 情報探索とは

自然科学領域

→関連する研究成果の利用が特に重要な分野

◆ 長崎大学で所蔵している図書・雑誌を探す

→長崎大学図書館OPAC

2. 図書・雑誌を探す

自然エネルギーに関する図書を
探してみましょう

＜簡易検索画面＞
＜検索結果画面＞

タイトル（青字）をクリックすると詳細情報が表示されます。
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＜詳細情報画面＞

501.6

2005

1507832

中央館、医学分館、経済学部分館となっている場合→ 図書館
○○学部や○○センターとなっている場合 → 先生の研究室

・図書の予約、取り寄せの申込み
・借りている図書の返却期限の確認
・貸出期間の延長（2回まで）
・図書借用や文献コピーの申込み

・貸出履歴の確認 ・・・など

現在利用中の図書館サービスの確認や、各種サービスの
申込みが出来るようになっています。

あなた専用の図書館サービスのページです。

My Library に連絡先を登録してください

My Library へのログインは・・・

図書館ホームページ右下の または、

OPAC画面右上の から出来ます。

実際にMy Libraryにログインしてみましょう！

パソコンにログインする時のID・パスワードです。

ここにあなたの名前が表示されます

サ
ー
ビ
ス
一
覧

123456789
長崎花子

ここに入力

My Libraryを終了する時は、
ブラウザを閉じてください。
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OPACは、図書のタイトルや著者名、出版者

などのキーワードからの検索はできますが、

図書の内容から探すのは、ちょっと難しい。

適切なキーワードを考えて検索しましょう！

太陽光 ‐‐‐ 34件

再生可能エネルギー ‐‐‐ 28件

新エネルギー ‐‐‐ 38件

別のキーワードに置き換えて検索してみると・・・

※検索結果の件数は、 2012/07/18 現在のものです。

書架に行って、図書を探すのも1つの方法です。

書架の本は、主題（テーマ）別に並んでいます。

国際関係・・・319付近

気候変動・・・451.85付近

エネルギー問題・・・501.6付近

環境政策・・・519付近

発電関係・・・543付近

原子力発電・・・543.5
太陽光発電・・・543.8

注）本の内容により例外もあります。

◆ 内容から資料を検索したい場合

→図書連想検索（Webcat Plus）で検索

検索窓にキーワードを
入力して検索します。

タイトルをクリックすると、詳細情報画面が開きます。

日本の原発政策はどうなるの？
と入力して検索してみましょう。

ここに長大の名前があれば、
長崎大学でも所蔵しています。

表紙や目次が見れる場合もあります。

国内の大学図書館に所蔵がない場合は、

国立国会図書館の蔵書を調べてみましょう。

国内で発行されたすべての出版物は、

国立国会図書館に納入すること

が義務付けられています。

国立国会図書館の蔵書検索システム

では、図書はもちろん、雑誌、新聞、

電子資料、博士論文についても、

検索することができます。
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◆ 国内の大学図書館に所蔵がない場合

→ NDL‐OPAC（国立国会図書館）で検索

検索ボックスにキーワード
を入力して検索します。

国立国会図書館にも所蔵がない資料は、海外の図書館に
依頼することができます。後ほど、詳しく説明します。

政府が発行している白書や統計もチェックしましょう。
行政の取り組みや方針を把握しておくことも大切です。

例）環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書 / 環境省編
→最新版は中央図書館、経済学部分館で所蔵

エネルギー白書 / 経済産業省編
→最新版は、経済学部分館で所蔵

中央図書館では、参考調査
コーナーに配架しています。

いつでも誰でも利用できるよ
うに、貸出はしていませんの
で、ご注意ください。

3. 文献検索とは

自分の研究テーマに関連する論文（文献）
を調査すること。

学術論文では、過去にどのような
研究が行われ、どんな見解が示さ
れてきたのかを踏まえた上で、新た
な主張を述べることが求められます。

内容の重複を避けるためにも、
必ず行ってください。

ビジネスアイエネコという雑誌の43巻7号
で、排出量取引の特集が組まれているの
で、読んできてください。

このように、雑誌名や巻号がわかっている場合は、
長崎大学に所蔵しているかどうかを調べるだけでいいので、
OPACを用いて検索します。（所蔵があれば、所在を確認）

排出量取引に関して論じている雑誌論
文を読んできてください。

という課題が出た場合は、みなさんどうしますか？
わかっているのは、排出量取引というキーワードだけです。

先生

先生

排出量取引について調べているとします。

雑誌論文を探す

論文情報は、文献情報データベースを使って調査します。

温室効果ガス削減に向
けた日本の役割とは何
か・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【雑誌】 【雑誌の中身】

OPACは、探している資料が
長崎大学に所蔵しているか
どうかを検索するシステム

雑誌に掲載されている論文の
情報（論文名や著者）までは、
OPACでは確認できません。

雑誌名

論文名

（1）主題の設定

・何について調べるのか？

→最適なキーワード（検索語）の選定

・どこまで遡るか？

・言語は？

・どのデータベースを使用するのか？

4. 文献検索のプロセス
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（2）文献の調査（文献の検索と確定）

文献情報データベース

学術雑誌に掲載されている論文の情報を集めた

データベース。組織的・網羅的な調査が可能

国内論文 ‐‐‐ CiNii Articles
海外論文 ‐‐‐ SciVerse Scopus

・検索結果の抄録による、要/不要を選別

・論題、著者および掲載箇所を確認

（3）文献の入手

＊学内蔵書（OPAC）

＊電子ジャーナル

（電子ジャーナルナビゲーション）

電子ジャーナルとは・・・雑誌論文を電子化し、

Web上で見れるようにしたもの。

＊ILL（図書貸借・文献複写の依頼）

5. 文献情報データベース 論文検索データベース : CiNii（サイニイ）

をクリック

［CiNii Articles（サイニイ・アーティクルズ）］
国内論文検索データベース

検索対象年の範囲を絞りたい場合や、
雑誌名などをあらかじめ指定したい場合は、
詳細検索画面を開いて下さい。
キーワードを入力するフィールドが増えます。

排出量取引制度の課題について
論じている国内論文を調べてみま
しょう。

例題1

論文検索画面で、検索ボックスに

「排出量取引 課題」

と入力して検索してみてください。
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タイトル（青字）をクリックすると、詳細画面が開きます。

＜検索結果画面＞ ＜詳細情報画面＞
論文のタイトル

著者名

掲載誌情報

他にもこういったバナーがある場合は、
本文を無料で読むことができます。

巻号 ページ 出版年

掲載雑誌名

雑誌と同じ形で論文を読むことができます。
プリントすることもできます。

ブラウザの戻るボタンで検索結果まで戻って下さい。

別の論文を見てみましょう

電子ジャーナルが利用できない場合・・・

該当の巻号を所蔵しているか、しっかりチェックしましょう！

巻号情報の見方

58（1-5,7-12） 58巻の1号～5号と7～12号は所蔵。6号は欠号。

59-64 59巻～64巻は、号も全て所蔵。

65(1-7)+ 現在、65巻7号まで所蔵。今後も継続して受け入れる予定。
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雑誌の所蔵もない（もしくは利用できない）、
電子ジャーナルも利用できない場合・・・

他の大学図書館に文献のコピー
を依頼することができます。

但し、この文献コピーサービス（ILL）を利用したい
場合は、事前に申請書の提出が必要です。

紙の申込書もカウンターにあります。

必要事項を記入してカウンターに提出してください。
1ページ40円程度。送料自己負担。1週間程度で到着します。

① 地球温暖化が生物多様性に及ぼす影

響に関して論じている国内論文をCiNiiを
用いて調べて下さい。

② 検索結果の中から電子ジャーナルが利

用できる論文を探して、実際にフルテキ

ストを開いてみましょう。

【検索演習 1】

＜ヒント＞次のようなアイコンに注目！
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検索キーワードによって、検索件数は異なります。

適切なキーワードを選ぶことで、

検索漏れを防ぐことができます。

また、いろいろなキーワードを用いる

ことで、検索の幅を広げましょう。

※検索結果の件数は、 2012/07/18 現在のものです。

温暖化 生物多様性 ・・・60件

気候変動 生物多様性 ・・・17件

大気汚染 生物多様性 ・・・4件

SciVerse Scopus（サイバース・スコーパス）

をクリック

出版年や文献のタイプを指定できます。

海外論文検索データベース
「Scopus（スコーパス）」と呼びます。

基本検索 著者名検索 機関名検索 上級検索

検索フィールドの追加。
言語や国を指定できます。

Post‐Kyoto Protocol（ポスト京都
議定書）について論じている海外
論文を調べてみましょう。

例題2

検索の
ポイント

キーワードが、フレーズの
場合は、フレーズ検索をし
ないと、独立した単語として
みなされてしまいます。

“”（ダブルクォーテーション） 曖昧なフレーズ検索
記号を無視し、単数・複数の両方を検索してくれます。
例えば、今回の“Post‐Kyoto Protocol”であれば、
Post Kyoto Protocol（ハイフンなし） も一緒に検索します。

{}（中括弧） 厳密なフレーズ検索
例えば、今回の{Post‐Kyoto Protocol}であれば、
Post Kyoto Protocol （ハイフンなし） は検索しません。

フレーズ検索は、2通りあります。

“”（ダブルクォーテーション）で括って検索
{}（中括弧）で括って検索

両者の違いは、曖昧か厳密か、です。

“Post‐Kyoto Protocol”
と入力して検索してみましょう
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検索結果画面

初期設定では、論文は新しいものから表示されます。
雑誌名順、被引用回数順などに並び替えることもできます。

被引用回数順に並び替えたい時は
Sort by の Cited by を選択します。

被引用回数が多い順に並び替えてみました

タイトルをクリックすると、詳細画面が開きます。

↓

被
引
用
回
数

詳細画面

出版社のサイトが開きます。

Scopus収録文献の中で、この論文を引用してい

る文献の情報が表示されます。この画面では最も
新しい2件が表示されます。

掲載誌情報

論文のタイトル
著者名

出版社サイトの該当論文ページ

ページ内に上記のようなバナーがある場合は、本文を読むことができます。

① Clean Development Mechanism（クリーン

開発メカニズム）に関して論じている海外

論文をScopusを用いて調べて下さい。

② 検索結果を被引用回数順に並び替え、

電子ジャーナルが利用できる論文を

探して、実際にフルテキストを開いて

みましょう。

【検索演習 2】
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フレーズ検索なので、ダブルクォーテーションで括って検索します。

“Clean Development Mechanism”
Sort by で Cited by を選択し、被引用回数順に並び替えます。

さらに一歩進んだ検索をするなら・・・

今回の場合であれば、Clean Development Mechanism と、
その略語である CDM の両方を検索語として設定します。
どちらかを含めばいいので、論理演算子ORを使います。

“Clean Development Mechanism” OR  CDM
フレーズ検索なので、“”で囲みます

設定したキーワードが略語として
使用される可能性がある場合は、
検索のモレを防ぐために、略語も
検索語に追加してみましょう。

6. 新聞記事データベース

図書、雑誌論文と見てきましたが、
最新の動向や歴史的な流れを知る上で、
新聞記事の情報も欠かせません。

長崎大学では、長崎新聞をはじめ、朝日新聞、
読売新聞、毎日新聞、日本経済新聞等を
購読しています。

過去分も1～3年分保存しています。
長崎新聞については、過去30年分ほど。

でも、1つ1つ新聞を広げて、
記事を追っていくのはとても大変です！

データベースを使えば、キーワードから記事
が検索できます。日付の指定もできます。
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新聞記事データベース : 聞蔵Ⅱビジュアル

をクリック

［聞蔵Ⅱビジュアル］
朝日新聞提供の新聞記事データベース

「ユーロ危機」と入力して検索してみましょう。

発行日の指定。
デフォルトは3カ月

朝日新聞を選択

紙面イメージを見ることができます。印刷もできます。

ご利用後は、必ずログアウトをクリックして終了して下さい。

この画面が表示されたら、ブラウザを閉じて構いません。

通常、聞蔵Ⅱビジュアルの は、
となっています。次の方がスムーズに利用でき

るように、必ず を行ってください。
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7. 電子ジャーナルナビゲーション

電子ジャーナルとは？

＝雑誌論文を電子化し、Web上で見れるようにしたもの

• いつでもどこでも24時間利用ができる

• 冊子体より早く読めることもある（Epub a head of print）
• 行方不明、誰かが読んでいるといったこともない

• 引用文献や参考文献への直接リンク

OPACや文献情報データベースのリンクからも利用できますが、

長崎大学で利用可能な電子ジャーナルをまとめた「電子ジャ

ーナルナビゲーション」というポータルサイトがあります。

電子ジャーナルナビゲーション

資料をさがすの中の電子ジャーナルを開いて下さい。

ジャーナルタイトルを
入力して検索

ジャーナルの
頭文字から検索

出版社から検索

検索画面

主題・分野
から検索

Journal of applied ecology
というジャーナルを検索してみましょう。

<検索結果画面>

検索してヒットしたからといって、全ての本文が利用可能ではありません

このジャーナルについては、2つのサイトで電子ジャーナルが提供されていますが、
提供期間が異なっています。サイト名の前にある提供期間に注目してください。

・ Academic Search Premier（EBSCOhost）
→1964年から1年前（2011年6月号）までの論文は閲覧可能。

・ Wiley‐Blackwell 2010 Full Collection
→1998年から現在（2012年8月号）までの論文が閲覧可能。

1980年の論文を利用したい場合は、上のサイトを
最新1年分の論文を利用したい場合は、下のサイトを
というように、提供期間を見極めて利用してください。

サイト名をクリックすると、ジャーナルのページが開きます。

巻号 論文
タイトル
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電子ジャーナルの形式

HTML・・・ホームページの形式（リンクがある）

PDF ・・・印刷した時に雑誌を印刷した時と同じ形式
Acrobat Readerを使って開く、電子フォーマット。

【検索演習 3】

下記論文の電子ジャーナルが、長崎大学
で利用できるかどうか、電子ジャーナルナ
ビゲーションを使って調べてください。
実際にフルテキストを開いてみましょう。

雑誌名：Global Change Biology
巻 号：Vol.18  No.2
ページ：412‐421 出版年：2012年2月

提供期間に注目しましょう！

・Wiley‐Brackwell 2010 Full Collection
→1997年から現在（2012年8月）までの論文が閲覧可能。

・Academic Search Premier
→1998年から1年前（現在であれば、2011年7月号）までの論

文は閲覧可能。

＝利用したいのは、2012年2月発行の論文なので、上のサイ
トを利用することになります。

サイト名をクリックして、ジャーナルのページを開きます。

巻号を
選びます。
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8. その他のサイト・データベース

＜文献検索＞

◆ EBSCO Green File データベース内のEBSCOhostからご利用ください。
→ 人間が環境に与える影響を多角的に研究するために必要な最新の

索引・ 抄録、そして全文を提供。
世界的な気候変動、環境汚染、再生可能エネルギー、リサイクルなど
のトピックスを多く含んでいます。

◆ JDreamⅡ http://pr.jst.go.jp/jdream2/
→ 科学技術振興機構（JST）提供の科学技術、生物科学、医学関係等の

文献情報データベースサービス。海外文献も日本語で検索できること
と、会議録や講演集なども検索ができることがポイント。

◆ NAOSITE http://naosite.lb.nagasaki‐u.ac.jp/dspace/
→ 長崎大学に所属する教職員等の研究成果を収集し、公開している電

子コレクション。 （長崎大学機関リポジトリ）

＜ネットで使える百科事典と辞書＞

◆ ネットで百科 for Library 【同時アクセス1】
→ 平凡社「世界百科大事典」のオンライン版
※収録コンテンツ・・・マイペティアサーチ・世界大百科事典サーチ ほか

◆ JapanKnowledge+（ジャパンナレッジ） 【同時アクセス2】
→ 事典や辞書を横断検索、多彩なコンテンツの雑学の宝庫

※収録コンテンツ・・・日本大百科全書・現代用語の基礎知識・日本歴史地

名体系・日本国語大辞典・会社四季報 ほか

＜蔵書検索＞
図書貸借・文献複写の依頼ができます。

◆ 米国議会図書館蔵書検索（Library of Congress） http://catalog.loc.gov/
→ アメリカの国立図書館の蔵書検索。世界最大規模の図書館。

◆ 英国図書館蔵書検索（British Library） http://catalog.bl.uk/
→ イギリスの国立図書館の蔵書検索。世界有数の研究図書館。

本日紹介したデータベースや電子ジャーナルの
多くは、学内でのみ利用可能となっています。

• CiNiiの検索は、学外からも利用可能です。

• Scopusは事前申請をすれば、利用可能です。

• 電子ジャーナルの中にも、事前申請をすることで、

利用可能なものもあります。

EBSCO Gleen Fileもそのひとつです。

申請を希望される場合は、下記ページをご参照ください。

★学外からの利用法

http://www.lb.nagasaki‐u.ac.jp/search/ej/resolver/remote.html

学術文献が多く収録されていますので、
通常の検索エンジンでは見つかりにくい、
レポートや学士論文なども検索することができます。

◆ Google Scholar（グーグル スカラー）
http://scholar.google.co.jp

◆ Scirus（サイラス） 科学技術専門の検索エンジン

http://www.scirus.com/

検索エンジンを使って調べものをすることはありますか？

学習や研究の際には、学術文献専門
の検索エンジンを利用しましょう。

9. 参考文献から論文を探す

参考文献が図書か雑誌かにより、資料の探し方も

異なってきますので、正しい見極め方を覚えてください。

参考文献を辿っていくことで、連鎖的に文献を探すことができます。

REFERENCES AND NOTES
1. D.W.Murphy,P.A. Christian 

(1979) Science 205:651
2. R.Fong, U.Sacken, 

J.R.Dahn,J.Electrochem.Soc. 
137, 2009 (1990); B. Scrosati, 
ibid. 139, 2776 (1992)

D.W.Murphy,P.A. Christian

REFERENCES AND NOTES
1. K.sato, M. Noguchi, A. Demachi, 

N. Oki, M. Endo (1994) Science 
264:556

2. T. Ishikawa and S. Akagi, Phys. 
Chem. Glasses 19, 108 (1978)

参考文献の表記法はいろいろあります。

分野や雑誌によっても異なります。

今回は、近年主流になりつつある参考文献の

表記法を例にして、見極め方を紹介します。

図書か雑誌かをどうやって見極めるのか、
という点に注目しながら見てください。
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例）飯沼賢司（2010） 「環境歴史学の可能性」 『環境と歴史学』

水島司編 勉誠出版 64‐73

●和図書の場合

著者名（出版年） 「論題名又は章題名」 『書名』 編著名

出版者 掲載ページ

●洋図書の場合

著者名（出版年） 論題名または章題名 編著名 書名

出版地 出版者 掲載ページ

例）Phillips SJ. （1995） Hypertension and stroke. In Laragh  JH, 
editors. Hypertension：pathophysiology, diagnosis, and 
management, 2nd ed. New York : Raven Press. p.465-78.

→ 図書の場合は、必ず出版者の記述があります。

例）時実象一（2008） 「電子ジャーナルの長期保存」 『情報の
科学と技術』 58（2）：84‐88

●和雑誌の場合

著者名（掲載年） 「論文タイトル」 『雑誌名』 巻数（号

数） : 掲載ページ

●洋雑誌の場合

著者名（掲載年） 論文タイトル 雑誌名 巻数（号数）:

掲載ページ

例）Vega KJ, Pina I, Krevsky B. （1996） Heart  transplantation  is 
associated  with an increased risk for creatobiliary disease.  
Ann Intern Med, 124（11）: 980‐3

→ 雑誌の場合は、必ず巻号の記述があります。

例）久保百司ほか（2010） 「色素増感型太陽電池デバイスの

量子論に基づくマルチスケールシュミレータの開発と応用」

『日本化学会情報化学部会誌』 27（5）：119
＜http://www.jstage.jst.go.jp/article/cicsj/27/5/119/

_pdf/‐char/ja/ ＞（参照 2012‐7‐18）

●電子ジャーナルの場合

論文著者名（掲載年） 「論文タイトル」 『雑誌名』 巻数

（号数）： 掲載ページ ＜入手先＞ （参照日付）

電子ジャーナルに限らず、Web上の情報の場合は、

サイトのアドレスとサイトを閲覧した日付（アクセス日）

が記載されています。

→ Web上の情報は変更されることが多いためです。

10. 引用と著作権について

① 引用の必然性があること
② 自分の文章が主で、引用が従であること

＜目安としては、自分の文章の10分の1以下＞

③ 他人の文章を括弧でくくるなどして、自分の文章
と区別すること

➃ 出所（引用元）を明示すること

引用の用件（著作権法第32条及び第48条が適用）

引用とは、自分の論旨を説明・証明するために、他人の

文章や事例を引くことです。

コピペと呼ばれる行為していませんか？

引用元を明らかにせずに、いわゆるコピペで
レポートを作成することは、剽窃（ひょうせつ）
という犯罪行為です。

なぜ、他人の文章をまるごとコピー
してはいけないんだろう・・・？
なぜ、わざわざ出所を明示しなくては
ならないんだろう・・・？

全ての著作物は
著作権法で保護されているから
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